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No．80３
平成28年（2016）

３月１５日号

～ 印西市は今年 市制施行20周年を迎えます ～

　中世にあった「師戸城」の 城跡 。園内のあちこちに桜が植樹されていて、園
しろあと

内の展望台からは桜とともに印旛沼も一望できます。
建場所  師戸。駐車場22台有り。なるべく公共交通機関をご利用ください。
建アクセス  印旛日本医大駅からバスに乗車し、「師戸」で下車、徒歩3分。

県立印旛沼公園

桜桜がが告告げげるる
““印印西西のの春春””

吉高の大桜
市指定天然記念物

　樹齢300年を超える孤高の一本桜。樹高が
10.6m のヤマザクラで、例年、開花はソメイヨシ
ノより1週間ほど遅く4月上旬～中旬で、満開の
時期は2、3日しか続きません。
建場所  吉高930。印旛中央公園内に駐車場を設置。
大桜まで徒歩20分。
※開花期間中は大桜周辺で交通規制有り。
建アクセス  小林駅北口または印旛日本医大駅から
バスに乗車し、バス停「郵便局前」または「教習所
前」で下車。「郵便局前」から徒歩30分、「教習所
前」から徒歩15分。

■問 印西市観光情報館（緯碓45��5300）、経済政策課地域資源振興班（緯内線352）。

　印西には、見事に咲き誇る桜の名所がたくさんあります。
暖かくなったら少し足を伸ばして、春を感じに行きませんか。

そ の ほ か の 桜 ス ポ ッ ト

　競走馬の保養育成のための牧場です。入口からロータリーまで約700m の
桜並木が続き、花見の名所として多くの人や出店で賑わいます。
建場所  小林2886―1。駐車場無し。公共交通機関をご利用ください。
建アクセス  小林駅または印西牧の原駅から徒歩30分、または両駅からバス
に乗車し、バス停「小林牧場」で下車。

小林牧場
いんざい八景、房総の魅力 500選

建場所  牧の原5―1613―1。
建アクセス  印西牧の原駅から徒歩 10分。

牧の原公園
建場所  原山1―12―1。
建アクセス  千葉ニュータウン中央駅から
徒歩10分。

県立北総花の丘公園

吉高の大桜、小林牧場の桜の開花情報は
3月下旬から市ホームページで紹介します

間近で楽しむ桜の枝張り

吉高の大桜
建

煙印西市役所

建小林牧場

県立印旛沼公園　　　
建

建牧の原公園

建県立北総花の丘公園

煙本埜支所

煙印旛支所

木下駅

小林駅

JR成田線

千葉
ニュータウン
中央駅 印西牧の原駅

北総線

印旛日本
医大駅

い
ん
ざ
い
桜
マ
ỽ
プ

印旛沼
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こ
の
調
査
は
ỏ
印
西
市
の
住
み
や

す
さ
や
ỏ
継
続
居
住
の
意
向
と
い
ỳ

た
住
み
心
地
ỏ
行
政
の
各
分
野
の
施

策
ớ
環
境
・
福
祉
・
産
業
・
教
育
・

都
市
基
盤
・
行
財
政
Ờ
に
対
す
る
重

要
度
や
満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
に

実
施
し
ま
し
た
Ố

　
調
査
は
ỏ
昨
年
8
月
ỏ
市
内
全
域

か
ら
満
　
歳
以
上
の
市
民
3
街
0
0

20

0
人
を
無
作
為
に
抽
出
Ố
1
街
6
3

6
人
ớ
有
効
回
答
数
Ờ
の
み
な
さ
ん

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

■
調
査
結
果
の
概
要

ừ
住
み
や
す
さ
の
市
民
意
識
Ử

　ủ
住
み
や
す
い
Ứ
が
　
・
2
%
ỏủ
ど

37

ち
ら
か
と
い
う
と
住
み
や
す
い
Ứ
が

　
・
7
%
と
ỏ
約
8
割
の
人
が
住
み

41

や
す
い
と
感
じ
て
い
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
Ố

ừ
継
続
居
住
の
市
民
意
識
Ử

　
8
割
以
上
の
人
が
ủ
印
西
市
に
住

み
続
け
た
い
Ứ
と
答
え
て
い
ま
す
Ố

そ
の
理
由
と
し
て
ủ
自
然
環
境
や
公

園
な
ど
が
整
い
緑
が
多
い
Ứ
が
　
・
63

1
%
で
最
も
多
く
ỏ
次
い
で
ủ
買
い

物
な
ど
日
常
生
活
に
便
利
Ứ　
・
4

59

%
ỏủ
ま
ち
並
み
や
景
色
な
ど
の
市

内
の
景
観
が
良
い
Ứ　
・
3
%
の
順

29

と
な
り
ま
し
た
Ố

　
一
方
ỏủ
印
西
市
に
住
み
た
く
な

い
Ứ
と
答
え
た
人
は
約
　
%
で
し
た
Ố

10

そ
の
理
由
は
ủ
買
い
物
な
ど
の
日
常

生
活
が
不
便
Ứ
が
　
・
7
%
で
最
も

43

多
く
ỏ
次
い
で
ủ
福
祉
・
保
健
・
医

療
の
施
設
や
体
制
が
不
十
分
Ứ　
・
38

3
%
ỏủ
市
の
将
来
発
展
が
期
待
で

き
な
い
Ứ　
・
0
%
の
順
と
な
り
ま

24

し
た
Ố

市
民
満
足
度
・
重
要
度
調
査
　
結
果
を
報
告

　
市
で
は
ỏ
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
や
ニ
ồ
ズ
を
把
握
し
ỏ
行
政
施
策
の
検
証
や
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
ỏ
昨
年
8
月
に
市
民
3
街
0
0
0
人
を
対
象
に
ủ
ア
ン
ケ
ồ
ト
調
査
Ứ

を
実
施
Ố
1
街
6
3
6
人
の
回
答
を
も
と
に
ỏ
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
Ố

各項目の満足度と重要度

印
西
市
は
⌕
住
み
や
す
い
⌖

　
　
　
　
　
と
感
じ
る
が
約
8
割

市

記
20

念 事 業

制 施 行
周 年

　みんなでいんザイ君がスタンプされた郵便物を全国へ届けよう。
　郵便局では「いんザイ君」がデザインされた小型記念通信日付印（消印）
を作製しました。下記期間中に52円以上の切手を貼った台紙やはがきを
郵便局へ持参し依頼すると日付印をスタンプします。詳しくは各郵便局へ。
胸押印期間…4月1日（金）～7日（木）・午前9時～午後5時（印西郵便
局のみ午後7時まで）。胸受付郵便局…市内の郵便局（簡易郵便局を除く）。
■問 企画政策課企画政策班（緯内線472）。

　マスコットキャラクター「いんザイ
君」と市の豊かな自然がデザインされた
原動機付自転車のナンバープレートを
交付します。交付は4月15日（金）か
ら窓口でのみ行い、予約はできません。
　また、ナンバープレートの番号は指
定できません。
胸対象車種･･･50穐以下の原動機付自転車（ミニカーを除く）。
胸交付枚数･･･1,000枚。胸交付期間･･･4月15日～交付枚数に達した時点で終了。
胸必要書類など･･･噛新規登録の場合（販売証明書（譲渡証明書、廃車証明書）、認印）
噛ナンバープレート交換の場合（標識交付証明書、現在のナンバープレート、認印）。
胸交付場所…市役所市民税課、各支所市民サービス課。
■問 市民税課税制班(緯内線322）。

水辺と緑をイメージしたデザイン

豊かな自然は大きな魅力（別所緑地）

 いんザイ君を全国へ送ろう！　
  「 いんザイ君 記念日付印」を作製

 いんザイ君と安全運転　
  「いんザイ君ナンバープレート」を交付

みほん

ừ
各
種
施
策
の
満
足
度
・
重
要
度
Ử

　
ア
ン
ケ
ồ
ト
で
は
ỏ　
項
目
の
施

32

策
に
つ
い
て
ỏ
市
の
取
り
組
み
に
対

す
る
満
足
度
と
重
要
度
を
4
段
階
評

価
で
調
査
し
ま
し
た
Ố

　
上
図
は
ỏ
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
満

足
度
・
重
要
度
を
点
数
化
し
ỏ
相
関

を
示
し
た
も
の
で
す
Ố
満
足
度
が
低

く
重
要
度
が
高
い
A
ゾ
ồ
ン
に
あ
る

ủ
公
共
交
通
の
充
実
Ứủ
土
地
の
有
効

利
用
・
都
市
機
能
の
強
化
Ứủ
効
率

的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
Ứ
な
ど

は
ỏ
今
後
も
市
が
よ
り
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
項
目
と
考
え
ら
れ
ま
す
Ố

　
今
後
ỏ
ア
ン
ケ
ồ
ト
結
果
を
も
と

に
ỏ
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
の
進
行
管
理

や
見
直
し
を
行
い
ỏ
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
Ố

※
調
査
結
果
は
ỏ
企
画
政
策
課
ỏ
各

支
所
ỏ
出
張
所
ỏ
公
民
館
ỏ
図
書
館
・

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
Ố

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
ớ
緯
内

線
4
7
3
ỜỐ

ừ
こ
ん
な
法
律
で
す
Ử

　ủ
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
Ứ

を
な
く
す
た
め
の
法
律
で
す
Ố
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
不
当
な
差
別

的
取
り
扱
い
と
合
理
的
配
慮
の
不

提
供
を
禁
止
し
て
い
ま
す
Ố

　
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は
ỏ

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
ỏ
障
が

い
を
理
由
に
サ
ồ
ビ
ス
な
ど
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
ỏ
制
限
し
た
り

す
る
こ
と
で
す
Ố

　
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
と
は
ỏ

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
配
慮
を

求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
ỳ
た

場
合
に
ỏ
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
ỏ
必
要
で
合
理
的

な
取
り
組
み
を
行
わ
な
い
こ
と

で
す
Ố

障
害
者
差
別
解
消
法
が

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

ừ
禁
止
さ
れ
る
例
Ử

煙
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に

施
設
な
ど
へ
の
入
室
を
拒
否
す
る
Ố

煙
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に
ỏ
難

し
い
漢
字
ば
か
り
の
書
類
を
渡
す
Ố

ừ
好
ま
し
い
合
理
的
配
慮
の
例
Ử

煙
段
差
が
あ
る
場
合
ỏ
車
い
す
を

利
用
す
る
人
に
キ
Ỿ
ス
タ
ồ
を
上

げ
る
な
ど
の
補
助
を
す
る
Ố

煙
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
ỏ
書

類
な
ど
の
内
容
を
読
み
上
げ
な
が

ら
説
明
す
る
Ố

煙
難
し
い
漢
字
に
ル
ビ
を
ふ
ỳ
た

り
ỏ
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
Ố

■問 
障
が
い
者
差
別
に
関
す
る
相
談

窓
口
ộ
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福

祉
支
援
班ớ
緯
内
線
2
6
6
ỏ
F
A

X
碓42 
0
3
8
1
ỜỐ



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

■問 
岡
村ớ
■携 
0
9
0
Ổ
9
6
7
9
Ổ

9
0
4
9
Ờ・
茨
田ớ
緯
碓95 
5
6
1
5
ỜỐ

講
演
会
＆
上
映
会

Ỗ
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
Ỗ

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

26

10

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
多
目
的
室
Ố

噛
講
師
ộ
家
城
佳
代
氏
ớ
千
葉
県
障

害
福
祉
課
職
員
ỜỐ

■内 
ừ
講
演
Ử
テ
ồ
マ
ủ
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
暮
ら
し
や
す
い
千
葉

県
づ
く
り
等
の
現
状
と
課
題
ỨỐ

ừ
上
映
会
Ửủ
命
の
こ
と
づ
け
Ứ
Ỗ
死

亡
率
2
倍
障
害
の
あ
る
ひ
と
た
ち
の

3
・
　
Ỗ
Ố

11

■費 
無
料
Ố

■問 
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
ớ
■携 
0
9
0
Ổ
6
0
1
2

Ổ
4
4
8
4
ỜỐ

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
に
相
談
員
が
応
じ
ま
す

ớ
要
予
約
ỜỐ

■時 
■場 
は
ỏ
次
の
と
お
り
Ố

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
Ố

■問 
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ồ

ớ
緯
碓99 
2
5
0
1
Ờỏ
障
が
い
福
祉
課

障
が
い
福
祉
支
援
班
ớ
緯
内
線
2
6

8
ỜỐ

中
学
生
以
下
は
無
料
ỜỐ

■他 
飲
み
物
ỏ
敷
物
を
持
参
Ố

■申 
4
月
　
日
蚊
ま
で
に
住
所
ỏ
氏
名
ỏ

10

電
話
番
号
を
F
A
X
ま
た
は
メ
ồ
ル

で
左
記
へ
Ố

■問 
印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会
・
井

越
ớ
緯
／
胃
碓46 
0
1
9
3
・
■メール in

za
ifu
ru
sato
@
y
ah
o
o
.co
.jp

ỜỐ

※
問
い
合
わ
せ
は
午
後
7
時
Ỗ
9
時
Ố

成
年
後
見
制
度
講
演
会

胸
N
P
O
法
人
市
民
後
見
人
セ
ン

タ
ồ
印
旛
主
催
Ố

■時 
4
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
Ỗ
Ố

14

30

■場 
佐
倉
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
セ
ン
タ
ồ

ホ
ồ
ル
ớ
佐
倉
市
ỜỐ

噛
講
師
ộ
内
藤
健
三
郎
氏
ớ
市
民
後

見
セ
ン
タ
ồ
き
Ỷ
う
と
代
表
者
ỜỐ

■内 
テ
ồ
マ
ủ
も
ỳ
と
身
近
に
外
成
年

後
見
ỨỐ

■定 
　
人
Ố

90
■費 
無
料
Ố

■申 
不
要
ớ
先
着
順
ỜỐ

道作1号墳・4号墳・5号墳を公道作1号墳・4号墳・5号墳を公開開

■申 
事
前
に
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま

で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
碓97 
1
1

1
1
嘩
ỜỐ

中
根
ủ
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
Ứ
を

　
  　
見
学
す
る
春
の
ウ
オ
ồ
ク

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・
八
幡

神
社
の
獅
子
舞
や
ロ
ケ
地
と
し
て
お

な
じ
み
の
一
本
榎
を
ご
案
内
し
ま
す
Ố

春
の
本
埜
地
区
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
Ỗ

17

11

30

午
後
4
時
ớ
予
定
ỜỐ

■場 
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
集
合
Ố

■内 
印
西
牧
の
原
駅
ˣ
中
根
の
榎
ˣ
東

漸
寺
ˣ
八
幡
神
社
ˣ
龍
腹
寺
ˣ
印
西

牧
の
原
駅
Ố

※
昼
食
を
済
ま
せ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
Ố

■定 
　
人
Ố

50
■費 
一
人
3
0
0
円
ớ
保
護
者
同
伴
の

ウ
オ
ồ
キ
ン
グ
習
慣
を
生
か
し

　
　
吉
高
の
大
桜
を
訪
ね
よ
う

　
市
の
天
然
記
念
物
ỏ
樹
齢
3
0
0

年
を
超
え
る
大
桜
の
生
命
力
と
風
格

に
触
れ
て
み
ま
し
Ỷ
う
Ố

胸
印
西
市
地
区
健
康
推
進
員
主
催
Ố

■時 
4
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
Ỗ
Ố

12

■場 
印
旛
中
央
公
園
集
合
Ố

■内 
吉
高
の
大
桜
を
見
る
だ
け
で
な
く
ỏ

ナ
ウ
マ
ン
象
の
化
石
が
出
て
き
た
川

の
ほ
と
り
も
歩
く
約
7
娃
の
散
策
を

楽
し
み
ま
す
Ố

■対 
一
般
ớ
幼
児
は
保
護
者
同
伴
ỜỐ

■定 
　
人
程
度
Ố

20
■費 
無
料
Ố

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
飲
み
物
ỏ

タ
オ
ル
ỏ
雨
具
を
持
参
Ố

　小林字馬場に所在する市史跡「道作1号墳・4号墳・5号墳」
の保存を目的とした歴史広場の整備工事が完了しました。
　古墳とは、当時の有力者が築造した墳丘を持つ墓のことで、道
作古墳群は、古墳時代後期から終末期にかけての重要な古墳群で
す。このうち、印旛沼西岸域で最大級の前方後円墳（45m）であ
る1号墳を含めた3基の古墳を間近で見学できます。
■問 生涯学習課文化班（緯内線546）。

パート英

▲

印旛地域を代表
する重要な古墳群の
1つです（道作古墳
群歴史広場）

（3）平成28年（2016）3月15日号

催
し

 道作古墳群歴史広場が完成

福
祉

巡回相談　日程表
申し込み会　場日　時

いんば障害者

相談センター

（緯碓99 2501）

 印旛支所
 1階相談室  

第1・3火曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合は無し）

 本埜支所
 1階相談室

第2・4火曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合は無し）

興案内図興

　東日本大震災から5年が経過。復興支援のため市
では被災地に職員を派遣しています。平成25年度は
南相馬市へ1名（村田大介）、平成26年度からは石巻
市に1名（齊藤忠明）。今なお復興の途上にある被災
地を支援するため、派遣職員の寄稿を掲載します。

　災害派遣職員として、平成26年4月から石巻市に
勤務しています。現在は地域コミュニティの再生支
援や復興公営住宅の入居支援業務にあたっています。
　石巻の街並みや建物の再建は日ごとに進んでいま
すが、いまだに仮設住宅での生活を余儀なくされて
いる人や慣れない復興住宅の生活で体調を崩してい
る人が大勢います。本当の意味で復興というには、ま
だまだ時間がかかると感じています。
　震災を風化させないためには「忘れない」ことが一
番大切で、次に「長い目で見た支援」を続けていくこ
とが、復興に向かう東北や石巻市の力になります。
　支援の方法の1つに、実際に石巻に足を運んでい
ただくことがあります。参考に代表的な観光コース
を紹介させていただきます。
　東北新幹線を利用して、午前9時に東京駅を出発

すると、10時30分ごろには仙台駅に到着。仙台駅か
らは、仙石東北ラインか仙石線を利用すると、終点石
巻駅には12時ごろに到着できます。
　昼食には、石巻が誇るご当地グルメ「石巻焼きそ
ば」がおすすめです。特徴はあらかじめ2度蒸しした
麺を使い、魚介だしで蒸し焼きにするところ。だしを
吸い込みやすくなり、うまみが凝縮された焼きそば
に仕上がります。最初は魚介だしの風味を楽しみな
がら一口、途中からはソースを後がけで食べるのが
本場「石巻焼きそば」の流儀です。
　おなかを満たしたら、レンタカーでドライブはい
かがでしょう。最初は「日和山公園」に向かってくだ
さい。高台から復興の進むまちと太平洋を見ること
ができます。公園の東側に進むと白いおまんじゅう
のような建物が見えます。こちらは「石ノ森萬画館」と
いい、仮面ライダーなどで知られるマンガ家・石ノ森
章太郎氏のマンガミュージアムです。

　さらに、15分ほど車を進めると「宮城県慶長使節
船ミュージアム」に到着します。ここには約400年前
に伊達政宗の命を受け、スペインやイタリアへ向
かった木造船が復元・係留されています。江戸時代以
前から栄えていた石巻の歴史を感じるポイントです。

　
　
　夕食は、ぜひ「三陸海の幸」をお楽しみください。
石巻には、漁獲種の多い優良な漁場として、世界三大
漁場の1つ「三陸・金華山沖」があります。この周辺海
域で獲れる大型のマサバは「金華さば」と呼ばれ、高
鮮度で脂のりがよく、ブランド魚として人気です。
　また、三陸特有のリアス式海岸は「カキ」や「ホタ
テ」、「ホヤ」など、多くの貝類が大きく美味しく育つ
極上の環境が整っています。これらを最高においし
く食べさせてくれる寿司店をはじめ、味自慢の飲食
店が市内には多数あります。米どころ東北の誇る石
巻のおいしいお酒やお米とともに、海の幸をおなか
いっぱいに楽しんでいただけると思います。
　

石巻さ
ございん！ 

－ 齊藤忠明 －

イギナリうめえもん
ばっかの石巻さございん

※とてもおいしいものが
たくさんある石巻に
来てください

 石巻 市に復興支援で派遣の市職員が魅力をPR
いしのまき

▲石巻焼きそば葛金華丼

日和山公園

　決して気軽にという距離ではありませんが、復興
に向かう東北を石巻を、実際に目で見て肌で感じて
もらえればと思います。
　　　　―  みなさん「石巻さございん」  ―

道作古墳群
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月
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画
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へ
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Ố
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幹
部
候
補
生

　
幹
部
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衛
官
ớ
パ
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ỽ
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む
Ờ
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す
Ố
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ỏ
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Ố
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ừ
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候
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Ờ
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軽
自
動
車
税
の
課
税

　
軽
自
動
車
税
は
ỏ
4
月
1
日
現
在

の
所
有
者
ớ
ロ
ồ
ン
に
よ
る
購
入
で

所
有
権
が
売
主
に
あ
る
場
合
は
使
用

者
Ờ
に
課
税
さ
れ
ま
す
Ố

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
必
ず
下
表

の
手
続
場
所
で
廃
車
ớ
登
録
の
抹

　今まで「燃やさないごみ」として出していた「スプレー缶」「カセット式ガスボン
ベ」「化粧品びん」は、4月以降は資源物として資源の日に出すことになります。
　また、「布類」も資源物として出せる種類が増えます。

消
Ờ
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
Ố

胸
譲
渡
・
売
却
し
た
と
き
Ố

胸
印
西
市
外
へ
住
所
ớ
定
置
場
Ờ
が

変
わ
ỳ
た
と
き
Ố

胸
車
両
を
使
用
し
な
く
な
ỳ
た
と
き

ớ
車
検
切
れ
で
も
課
税
の
対
象
で

す
ỜỐ

胸
盗
難
に
遭
ỳ
た
と
き
Ố

　
手
続
き
を
怠
る
と
ỏ
い
つ
ま
で
も

登
録
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
Ố
ほ

か
に
も
ỏ
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま

す
Ố
手
続
き
を
他
人
に
依
頼
し
た
場

合
は
ỏ
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
事

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
Ố

※
ủ
県
外
Ứ
で
1
2
5
穐
超
の
バ
イ

ク
や
軽
自
動
車
の
廃
車
ỏ
名
義
変
更

な
ど
の
手
続
き
を
し
た
と
き
は
ỏ
必

ず
廃
車
申
告
書
な
ど
を
市
民
税
課
に

郵
送
す
る
な
ど
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
Ố

※
4
月
2
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変

更
を
し
た
場
合
で
も
ỏ
当
該
年
度
の

非
常
勤
職
員

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
事
務
を

行
う
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
Ố

胸
賃
金
ộ
時
給
8
5
0
円
Ỗ
9
2
0

円
ớ
通
勤
手
当
有
り
ỜỐ

■時 
4
月
中
旬
Ỗ
平
成
　
年
2
月
初
旬

29

ớ
予
定
Ờ・
平
日
ỏ
午
前
8
時
　
分
Ỗ

30

午
後
5
時
　
分
の
う
ち
1
日
7
時
間

15

の
シ
フ
ト
勤
務
ớ
週
4
日
程
度
ỜỐ

■場 
市
役
所
本
庁
舎
Ố

■内 
窓
口
ỏ
電
話
対
応
ỏ
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
た
事
務
処
理
な
ど
Ố

■定 
6
人
程
度
Ố

■対 
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
ỏ
心
身
と
も
に

健
康
な
人
Ố

■申 
4
月
4
日
俄
ớ
必
着
Ờ
ま
で
に
履

歴
書
ớ
写
真
貼
付
Ờ
を
左
記
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
Ố

※
面
接
有
り
ỏ
面
接
の
日
時
は
申
込

者
に
別
途
通
知
Ố

※
合
否
は
ỏ
面
接
終
了
後
に
書
面
で

通
知
Ố

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
ớ
緯
内
線
2

5
4
ỜỐ

自
衛
官

ớ
予
備
自
衛
官
補
・
幹
部
候
補
生
Ờ

　
防
衛
省
で
は
ỏ
次
の
と
お
り
自
衛

官
な
ど
を
募
集
し
ま
す
Ố

怯
予
備
自
衛
官
補

　
一
般
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社
会
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な
ど
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経
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備
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ỏ
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Ố
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2
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ỜỐ
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成
　
年
度
固
定
資
産
の

28

　
　
価
格
な
ど
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縦
覧
と
閲
覧

怯
縦
覧
ộ
ủ
土
地
価
格
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縦
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帳

簿
Ứ
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ủ
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屋
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縦
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Ứ
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縦
覧
し
ỏ
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ỜỐ
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ỏ
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成
　
年
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固
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資
産
ớ
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28
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ごみの分別大事典シリーズH27－浦

資源物の店頭回収を利用しよ資源物の店頭回収を利用しようう
　市内のスーパーなどでは、店頭にボックスを設置し、牛乳パックや
飲料缶、ペットボトルなどの容器包装物をはじめとする資源物の回収
に取り組んでいる店舗がたくさんあります。
　この店頭回収は、資源物を有効利用するために各店舗が自主的に取
り組んでいるものですが、容器包装リサイクル法の規定に基づく国の
基本方針でも、回収ルートの多様化や市民意識向上のために、促進を
図ることが望ましいとされています。
　店頭回収は、店舗が受け付けている時間であればいつでも利用でき
る便利なものです。
　また、買い物に行くときに、店頭回収に出す資源物をマイバッグに
入れて行き、帰りは買い物したものをマイバッグに入れれば、お店に
返すリサイクルとレジ袋削減の両方ができます。
　なお、市ホームページでは、店頭回収をしている店舗を紹介してい
ます。
　店頭回収の利用にご協力をお願いします。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

募
集

税
金

軽自動車・バイクなどの手続場所
手続場所対象車両

印西市役所市民税課、各支所または新住所地の市区町村の役所  125cc以下のバイクと
小型特殊自動車

千葉運輸支局 習志野自動車検査登録事務所または新住所地や譲受人の

住所地を管轄する運輸支局・自動車検査登録事務所
125ccを超えるバイク

軽自動車検査協会 千葉事務所習志野支所または新住所地や譲受人の住
所地を管轄する軽自動車検査協会

3輪以上の軽自動車

撮影協力：カスミフードスクエア西の原店

4月からごみの出し方が一部変わりま4月からごみの出し方が一部変わりますす

穴
を
開
け
ず
に
外

資源の日に出すものが増えま資源の日に出すものが増えますす

～化粧品びんの出し方～

～布類（資源物）の種類が増えました～　

　中身を使い切ってから、
穴を開けずに、ご家庭にあ
る透明な袋か、市販の透明
な袋に入れて、ごみ集積所
へ出してください。

透
明
な
袋
に

入
れ
て
外

　中身を使い切ってから、水洗いをして水を
切り、ごみ集積所備え付けの「びん専用袋」
に入れてください。

～スプレー缶・カセットボンベの出し方～

変更品目…革製の衣類、毛布、着物、カーテン、下着、靴下、はかま、帽子、マフラー。
※汚れているものや切れているものは、今までどおり、「燃やすごみ」（青色の指定
袋に入らないものは「粗大ごみ」）として出してください。
■問 印西クリーンセンター（緯碓46 2732）。

中
身
を
使
い

切
ỳ
て
外



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

市
長
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
Ố

　
な
お
ỏ市
街
化
区
域
内
で
も
面
積
が

5
0
0
㎡
以
上
の
開
発
行
為
は
ỏ原
則

と
し
て
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
Ố

■問 
開
発
指
導
課
開
発
指
導
班
ớ
緯
内

線
7
5
2
ỜỐ

県
営
住
宅
空
家

　
　
　
　
　
入
居
資
料
の
配
布

胸
募
集
資
料
は
二
種
類
Ố
空
家
入
居

ớ
年
4
回
／
4
・
7
・
　
・
1
月
Ờ

10

と
常
時
ớ
毎
月
Ờ
を
配
布
し
ま
す
Ố

胸
配
布
場
所
ộ
市
建
築
指
導
課
ỏ
各

支
所
ỏ
中
央
駅
前
出
張
所
ỏ
牧
の
原

出
張
所
Ố

　
資
料
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ỏ

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
募
集
課
へ
ớ
緯
0
4
3
Ổ
2
2

2
Ổ
9
2
0
0
ỜỐ

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
ớ
緯
内
線
7

7
6
ỜỐ

河
川
を
見
守
る

　
　
　
愛
護
モ
ニ
タ
ồ
を
募
集

胸
委
嘱
期
間
ộ
7
月
1
日
Ỗ
平
成
　30

年
6
月
　
日
ớ
予
定
ỜỐ

30

胸
謝
礼
ộ
実
費
程
度
ớ
予
定
ỜỐ

■内 
日
常
生
活
の
範
囲
で
知
ỳ
た
利
根

川
ま
た
は
手
賀
川
の
情
報
を
河
川
管

理
者
へ
連
絡
す
る
Ố

■対 
市
内
で
利
根
川
ま
た
は
手
賀
川
の

近
く
に
住
む
　
歳
以
上
の
人
Ố

20

■申 
4
月
1
日
画
Ỗ
5
月
　
日
俄
ớ
必

16

着
Ờ
に
応
募
用
紙
ま
た
は
官
製
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ỏ
左
記
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
Ố

※
詳
し
く
は
ỏ
利
根
川
下
流
河
川
事

務
所
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
ớ
■ＨＰ h

ttp
://

w
w
w
.k
tr.m

lit.g
o
.jp
/to
n

e
g
e
/

Ờỏ
ま
た
は
公
募
要
綱
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
Ố

※
応
募
用
紙
と
公
募
要
綱
は
ỏ
4
月

1
日
画
か
ら
利
根
川
下
流
河
川
事
務

所
安
食
出
張
所
で
配
付
ỏ
ま
た
は
右

記
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ồ

ド
可
Ố

（5）平成28年（2016）3月15日号

猿
ア
ロ
ハ
・
フ
ラ
・
レ
ア
リ
ノ

会
員
募
集

■時 
毎
週
水
曜
日
・
午
後
7
時
　
分
Ỗ

30

8
時
　
分
ớ
月
4
回
ỜỐ

30

■場 
船
穂
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
セ
ン
タ
ồ
Ố

■内 
未
経
験
者
大
歓
迎
ỏ
幅
広
い
年
齢

層
が
集
ま
り
楽
し
く
踊
り
ま
す
Ố

■費 
月
額
3
街
0
0
0
円ớ
子
ど
も
1
街

5
0
0
円
ỜỐ

■申 
事
前
に
左
記
へ
Ố

■問 
飯
岡
ớ
■携 
0
9
0
Ổ
3
6
8
4
Ổ

5
0
7
5
・
■メール alo

h
a3
2
5
8
h
u
la

@
y
ah
o
o
.co
.jp

ỜỐ

猿
印
西
女
声
合
唱
団
団
員
募
集

■時 
毎
週
水
曜
日
・
午
前
　
時
Ỗ
午
後

10

0
時
　
分
Ố

30

■場 
中
央
公
民
館
Ố

■内 
歌
の
好
き
な
人
ỏ
一
緒
に
歌
い
ま

せ
ん
か
Ố

■申 
事
前
に
左
記
へ
Ố

■問 
勝
永
ớ
■携 
0
9
0
Ổ
1
0
4
6
Ổ

9
6
1
3
ỜỐ

猿
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■場 
臼
大
塚
3
丁
目
青
葉
会
ỏ
渦
戸
神

あ
お
ぞ
ら
会
Ố

■内 
健
康
増
進
ỏ
文
化
教
養
ỏ
社
会
奉

仕
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
Ố

■対 
い
ず
れ
も
お
お
む
ね
　
歳
以
上
Ố

60

■申 
3
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
Ố

25

■問 
臼
松
本
ớ
緯
碓29 
4
8
5
8
Ờ・
金

子
ớ
緯
碓47 
7
0
8
8
Ờ・
渦
西
園
ớ
緯

碓47 
5
5
6
9
Ờ・
小
川
ớ
緯
碓46 
7
7

3
7
Ờ・
石
津
ớ
緯
碓47 
5
6
8
8
ỜỐ

猿
法
務
省
専
門
職
員
募
集

■場 
人
事
院
ỏ
法
務
省
Ố

■内 
矯
正
心
理
専
門
職
ỏ
法
務
教
官
ỏ

保
護
観
察
官
の
採
用
試
験
Ố

■申 
ừ
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
申
し
込
み
Ử

4
月
1
日
画
Ỗ
　
日
我
に
申
込
専
用

13

フ
Ỽ
ồ
ム
で
ớ
■ＨＰ h

ttp://w
w
w
.

jin
ji�sh
ik
en
.g
o.jp
/ju
k
en
.h

tm
l

ỜỐ

■問 
法
務
省
東
京
矯
正
管
区
ớ
緯
0
4

8
Ổ
6
0
0
Ổ
1
5
0
2
Ờ・
八
街

少
年
院
ớ
緯
0
4
3
Ổ
4
4
5
Ổ
3

7
8
7
ỜỐ

猿
第
　
回
タ
ウ
ン
講
座

31

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
Ỗ
Ố

19

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
Ố

噛
講
師
ộ
井
上
大
輔
氏ớ
日
本
医
科

大
学
千
葉
北
総
病
院
緩
和
ケ
ア
科
部

長
ỜỐ

■内 
テ
ồ
マ
ủ
緩
和
ケ
ア
の
意
義
と
が

ん
の
痛
み
治
療
ỨỐ

■定 
　
人
Ố

60
■費 
無
料
Ố

■申 
不
要
Ố

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
・

庶
務
課
ớ
緯
碓99 
1
1
1
1
ỜỐ

猿
大
人
の
英
会
話
＆
韓
国
語
市

民
講
座

■時 
4
月
6
日
我
・ừ
英
会
話
Ử
午
後

6
時
Ỗ
7
時
ỏừ
韓
国
語
Ử
午
後
7
時

　
分
Ỗ
8
時
　
分
Ố

30

30

■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
Ố

■内 
基
本
的
な
挨
拶
か
ら
買
い
物
や
道

案
内
な
ど
を
楽
し
く
学
習
し
ま
す
Ố

■費 
5
街
0
0
0
円
ớ
全
8
回
受
講

料
Ờỏ
2
街
0
0
0
円
ớ
教
材
費
ỜỐ

■定 
い
ず
れ
も
　
人
Ố

15

■申 
事
前
に
左
記
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
国
際
文
化
交
流
協
会
・
前
田
ớ
■携 

0
9
0
Ổ
6
4
8
9
Ổ
2
8
0
3
ỜỐ

猿
マ
ナ
ビ
バ
受
講
生
募
集

■時 
臼
毎
週
水
曜
ỏ
土
曜
日
ỏ
渦
毎
週

木
曜
日
・
い
ず
れ
も
午
後
6
時
Ỗ
9

時
Ố

■場 
臼
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ồ
ỏ
渦

小
倉
台
ア
ビ
ỽ
ク
　
集
会
室
Ố

21

■内 
学
生
や
社
会
人
な
ど
の
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
学
習
支
援
Ố

■対 
市
内
の
小
学
4
年
生
Ỗ
中
学
3
年
生
Ố

■費 
一
日
5
0
0
円
ớ
参
加
費
ỜỐ

■申 
事
前
に
左
記
へ
Ố

■問 
N
P
O
法
人
い
ん
ざ
い
び
ỳ
き
の

会
マ
ナ
ビ
バ
・
山
下
ớ
■携 
0
9
0
Ổ

4
9
1
9
Ổ
2
4
2
4
・
■メール in

zaib
ik
k
i@
g
m
ail.co

m

ỜỐ

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

中
央
駅
前
出
張
所

取
り
扱
い
業
務
が
拡
充
し
ま
す

　
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
ỏ中
央
駅
前
出
張
所
で
は
4

月
1
日
か
ら
ỏ次
の
業
務
に
対
応
し

ま
す
Ố

ừ
国
保
年
金
課
Ử
各
種
申
請
書
な
ど

の
受
け
付
け
に
関
す
る
こ
と
Ố

ừ
社
会
福
祉
課
Ử
特
定
疾
患
見
舞
金

の
申
請
受
け
付
け
に
関
す
る
こ
と
Ố

ừ
障
が
い
福
祉
課
Ử
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
請
求
書
の
受
け
付
け

と
受
給
券
の
回
収
に
関
す
る
こ
と
Ố

ừ
子
育
て
支
援
課
Ử
子
育
て
ヘ
ル
プ

サ
ồ
ビ
ス
利
用
申
請
書
受
け
付
け
に

関
す
る
こ
と
Ố児
童
手
当
の
新
規
申
請

受
け
付
け
ỏ現
況
届
受
け
付
け
に
関
す

る
こ
と
Ố子
ど
も
医
療
費
の
助
成
の
新

規
申
請
受
け
付
け
に
関
す
る
こ
と
Ố

ừ
保
育
課
Ử
保
育
園
の
申
請
受
け
付

け
に
関
す
る
こ
と
Ố
学
童
ク
ラ
ブ
の

申
請
受
け
付
け
に
関
す
る
こ
と
Ố

■他 
申
請
は
各
担
当
課
と
相
談
済
み
の

も
の
に
限
る
Ố

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班
ớ
緯
内
線
2

3
4
ỜỐ

開
発
行
為
・
建
築
行
為
に
は

　
　
　
　
　
　
事
前
に
許
可
を

　
現
在
ỏ
市
の
区
域
は
ủ
市
街
化
区

域
Ứ
と
ủ
市
街
化
調
整
区
域
Ứ
に
区

分
ớ
線
引
き
Ờ
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　
市
街
化
区
域
は
ỏ
市
街
化
を
促
進

す
る
区
域
と
し
て
ỏ
ま
た
ỏ
市
街
化

調
整
区
域
は
開
発
行
為
や
建
築
行
為

を
抑
制
す
る
区
域
と
し
て
ỏ
市
の
都

市
計
画
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

こ
の
た
め
ỏ
市
街
化
調
整
区
域
内
に

は
原
則
と
し
て
建
築
物
を
建
築
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
Ố

　
建
築
が
可
能
に
な
る
場
合
は
ỏ
一

定
の
要
件
に
該
当
し
ỏ
事
前
に
印
西

そ
の
ほ
か

■問 
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河
川
事

務
所
安
食
出
張
所
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ồ
担
当
ớ
〒
2
7
0
Ổ
1
5
1
2

印
旛
郡
栄
町
須
賀
8
5
6
・
緯
碓95 
0

0
4
2
ỜỐ

印
西
市
有
料
自
転
車
駐
車
場

　
　
定
期
使
用
申
請
を
受
付
中

■時 
ừ
平
日
Ử
午
前
6
時
Ỗ
　
時
ỏ
午

10

後
4
時
Ỗ
9
時
ỏừ
土
曜
ỏ
日
曜
ỏ
祝

日
Ử
午
前
8
時
Ỗ
正
午
Ố

■申 
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
ớ
保
険

証
な
ど
ỏ
高
校
生
以
下
は
ỏ
学
生
証

な
ど
Ờ
を
持
参
Ố
手
続
き
終
了
後
ỏ

承
認
票
ớ
シ
ồ
ル
Ờ
と
承
認
証
ớ
カ
ồ

ド
Ờ
を
交
付
し
ま
す
Ố

※
申
し
込
み
ỏ
料
金
の
支
払
い
は
ỏ

使
用
す
る
自
転
車
駐
車
場
窓
口
へ
Ố

■問 
ừ
指
定
管
理
者
Ử　
日
本
駐
車
場

（一社）

工
学
研
究
会
ớ
緯
0
3
Ổ
3
5
9
1

Ổ
7
1
6
5
ớ
平
日
・
午
前
9
時
　30

分
Ỗ
午
後
5
時
ỜỐ

　市では、安全で快適な駅前空間
を実現するため、市内の駅周辺を
｢自転車等放置禁止区域｣に指定し
ています。
　この区域内道路に30分以上駐
輪された自転車、原動機付自転車
（総排気量50cc以下)は、放置車
両として撤去します。撤去された
自転車、原動機付自転車の返還を受ける際には、手数料（自転車
2,100円、原動機付自転車4,200円）が必要となります。
　駅周辺に自転車などを停めるときは、道路上や駅前広場に放置せ
ず、自転車駐車場を利用しましょう。また、不要になった自転車など
は、放置せず適切に処分してください。
　マナーを守り、美しい駅前空間をつくりましょう。
■問 市民安全課市民安全班（緯内線712）。

やめよう鎧 自転車の放置みんなの迷惑
考えて

一人ひとりの心がけを

印
西
市
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
表
彰

　
こ
の
表
彰
は
ỏ
学
芸
の
大

会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
ỏ
功
績
の
あ
ỳ
た
児
童
や

生
徒
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
Ố

　
　
小
学
生
の
部

猿
秋
元
 大
耀
 ớ
船
穂
小
2
年
Ờ

た
い
よ
う

ộ
平
成
　
年
度
国
土
と
交
通

27

に
関
す
る
図
面
コ
ン
ク
ồ
ル

優
秀
賞

猿
伊
藤
 沙
帆
 ớ
平
賀
小
1
年
Ờ

さ

ほ

ộ
第
　
回
こ
ど
も
県
展ớ
平
成

60

　
年
度
千
葉
県
児
童
生
徒
美

27術
展
覧
会
Ờ
特
別
賞
ớ
千
葉
日

報
社
長
賞
Ờ

猿
佐
藤
 弓
月
 ớ
宗
像
小
2
年
Ờ

ゆ
づ
き

　
第
　
回
こ
ど
も
県
展ớ
平
成

60

　
年
度
千
葉
県
児
童
生
徒
美

27

術
展
覧
会
Ờ
特
別
賞
ớ
千
教
組

委
員
長
賞
Ờ

猿
佐
藤
 大
河
 ớ
滝
野
小
4
年
Ờ

た
い
が

　
第
　
回
千
葉
県
小
・
中
・
高

68

校
書
き
初
め
展
覧
会
千
葉
県

美
術
会
長
賞

　
　
中
学
生
の
部

猿
竹
本
あ
か
ねớ
西
の
原
中
3

年
Ờ
　
第
　
回
日
本
藝
術
文
化
環

11

境
書
道
展
千
葉
県
知
事
賞

猿
滝
野
中
学
校
音
楽
部

　
第
　
回
東
関
東
吹
奏
楽
コ

21

ン
ク
ồ
ル
中
学
校
の
部
B
部

門
ớ
小
編
成
Ờ 
銀
賞

■問 
教
育
総
務
課
総
務
班ớ
緯
内

線
5
1
2
ỜỐ

表彰されたみなさんで大木教育長を囲みました
（1月29日表彰の欠席者2人を含む）
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電
車
に
て
左
右
に
転
が
る
空
缶
を
女
子
高
生
が
拾
ひ
降
り
ゆ
く

大
　
森
　
　
三
ツ
木
　
絹
江

山
茶
花
の
根
元
に
女
児
の
隠
れ
ゐ
て
散
歩
の
わ
れ
に
口
止
め
を
す
る

小
倉
台
　
　
熊
谷
　
光
子
　

成
人
の
日
に
 男
 の
孫
よ
り
腕
を
組
む
羽
織
袴
の
写
メ
ồ
ル
届
く

を

大
　
森
　
　
羽
方
　
政
子
　

娘
ら
と
露
天
風
呂
に
て
富
士
山
の
日
の
出
待
ち
を
り
傘
寿
の
わ
れ
は

若
　
萩
　
　
荒
井
　
幸
子
　

ぬ
ば
た
ま
の
夜
空
に
高
き
ス
カ
イ
ツ
リ
ồ
光
る
ネ
オ
ン
が
川
面
に
揺
る
る

　
竜
腹
寺
　
　
五
十
嵐
　
次
男

節
分
の
利
根
は
さ
ざ
波
日
は
優
し

大
　
森
　
　
石
井
　
章
夫
　

人
も
吾
も
み
ん
な
が
若
い
春
の
夢

竜
腹
寺
　
　
五
十
嵐
　
栄
子

国
境
は
悲
し
い
も
の
よ
冬
銀
河

小
倉
台
　
　
川
上
　
謙
一
　

節
分
や
数
珠
操
る
ご
と
く
豆
選
ぶ
　
　
　
若
　
萩
　
　
伊
藤
　
博
康
　

二
人
居
の
一
人
の
ゐ
な
い
寒
さ
か
な

小
　
林
　
　
池
田
　
恭
子
　

掲載情報は平成28年2月25日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月20日締め切り（必
着）です。投稿は、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号を明記の上、広報広聴課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。
お買い物にはマイバッグを持参しましょう。

怯ゆずります情報

怯さがしています情報

臼五月人形渦 洋服タンス嘘一面鏡台唄学習机3台欝ダイハツミラ純正スタッ
ドレスタイヤ蔚シングルベッド鰻4段チェスト

臼補聴器渦木刈小学校体操服上下嘘しおん幼稚園女子制服上下唄鋳物製の羽釜
欝スピードラーニング初級16巻テキスト付蔚布佐台幼稚園男子夏制服鰻 ソ
ファ(3人掛け)姥ダイニングテーブルセット

用
済
小
型
家
電
の
回
収
が
始
ま

り
ま
し
た
Ố

　
白
井
市
ỏ
栄
町
を
含
め
組
合

管
内
　
の
公
共
施
設
に
ủ
小
型

52

家
電
回
収
ボ
ỽ
ク
ス
Ứ
を
設
置

し
ỏ
各
家
庭
か
ら
使
用
済
み
家

電
を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
Ố
回
収
ボ
ỽ
ク
ス
以
外
に
燃

や
さ
な
い
ご
み
や
粗
大
ご
み
と

し
て
回
収
さ
れ
た
家
電
ớ
ボ
ỽ

ク
ス
に
入
ら
な
い
よ
う
な
ス

ト
ồ
ブ
ỏ
炊
飯
器
ỏ
ポ
ỽ
ト
ỏ

扇
風
機
Ờ
も
再
資
源
化
し
て
お

り
ỏ
収
集
開
始
か
ら
一
年
足
ら

ず
で
回
収
量
は
既
に
　
ト
ン
を

40

超
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
Ố

　
回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
の
選

別
・
分
解
は
ỏ
障
が
い
者
福
祉

施
設
を
通
し
て
ỏ
就
労
支
援
の

一
助
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố
そ
の

後
ỏ
国
の
認
定
を
受
け
た
事
業

者
な
ど
が
ỏ
破
砕
し
金
属
資
源

と
し
て
再
生
す
る
と
と
も
に
ỏ

鉛
な
ど
の
有
害
物
質
も
し
ỳ
か

り
と
処
理
し
ま
す
Ố

　
市
の
担
当
者
はủ
家
電
な
ど

の
処
分
で
は
無
許
可
の
回
収
業

者
を
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
Ứと
話
し
て
い
ま
し
た
Ố悪
質

な
業
者
に
処
分
を
依
頼
し
た
場

合
ỏ法
を
守
ỳ
た
適
正
な
処
理

が
行
わ
れ
ず
ỏ不
法
投
棄
や
不

適
正
な
処
理
が
行
わ
れ
る
事
例

も
あ
り
ỏ注
意
が
必
要
と
の
こ

と
で
す
Ố　

　
自
宅
の
物
入
れ
の
隅
ỏ
棚
や

引
き
出
し
の
奥
の
ỏ
昔
懐
か
し

い
携
帯
電
話
や
古
い
デ
ジ
カ
メ
ỏ

て
も
ủ
も
ỳ
た
い
な
い
Ứ
話
で
す

が
ỏ
ほ
と
ん
ど
廃
棄
物
と
し
て
埋

め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
Ố

　
平
成
　
年
に
ỏ
先
の
4
品
目
を

25

除
く
家
電
が
対
象
と
な
り
ỏ
含
ま

れ
る
有
用
な
金
属
の
再
資
源
化
と

不
燃
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
ỏ

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法ớ
通
称
Ờ

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
Ố
組
合
で
も

準
備
を
進
め
ỏ
昨
年
2
月
か
ら
使

　
日
本
全
国
で
一
年
間
に
使
用
済

み
と
な
る
小
型
家
電
は
　
・
1
万

65

ト
ン
ỏ
含
ま
れ
る
有
用
な
金
属
は

　
・
9
万
ト
ン
ớ
金
額
に
し
て
8

274
4
億
円
Ờ
に
な
る
と
環
境
省
は

推
計
し
て
い
ま
す
Ố

　
今
回
は
ỏ
家
電
製
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
環
境
整
備
事
業
組

合
と
市
ク
リ
ồ
ン
推
進
課
に
詳
し

い
お
話
を
伺
ỳ
て
き
ま
し
た
Ố

　
平
成
　
年
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

13

法
が
施
行
さ
れ
ỏ
使
用
済
み
家
電

の
対
象
4
品
目
ớ
テ
レ
ビ
ỏ
エ
ア

コ
ン
ỏ
冷
蔵
庫
ỏ
洗
濯
機
Ờ
に
つ

い
て
は
ỏ
メ
ồ
カ
ồ
が
有
償
で
再

利
用
を
す
る
道
を
開
き
ま
し
た
が
ỏ

ほ
か
の
家
電
は
ご
み
と
し
て
ỏ
と

パ
ソ
コ
ン
が
眠
ỳ
て
い
な
い
で

し
Ỷ
う
か
Ố
思
い
出
が
あ
り
捨
て

ら
れ
な
い
も
の
や
ỏ
電
源
が
入
ら

な
い
も
の
ỏ
今
後
は
使
う
こ
と
が

な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
Ố
リ

サ
イ
ク
ル
で
ỏ
再
び
製
品
と
し
て
ỏ

よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
ỏ
こ
の
際

思
い
切
ỳ
て
ủ
断
捨
離
Ứ
し
て
み

ま
せ
ん
か
Ố

■問 
ク
リ
ồ
ン
推
進
課
ク
リ
ồ
ン
推

進
班
ớ
緯
内
線
3
8
2
ỜỐ

回収できる大きさは横30唖×縦15唖未満

広報レポーター： 山田 　
や ま だ

 一夫 （木刈）
か ず お

  小
型
家

小
型
家
電電
を
リ
サ
イ
ク

リ
サ
イ
ク
ルル
し
よ
う

　
印
旛
消
防
署ớ
鎌
苅
1
6
0
7

番
地
3
Ờは
ỏ印
西
市
ỏ白
井
市
に

よ
る
運
営
組
織ủ
印
西
地
区
消
防

組
合
Ứの
7
つ
あ
る
消
防
署ớ
印
西

市
5
ỏ白
井
市
2
Ờの
一
つ
で
す
Ố

　
 樋
関
 署
長
と
高
橋
副
署
長
に
お

ひ
せ
き

話
を
伺
い
ま
し
た
Ố

　
署
の
敷
地
は
約
3
・
6
千
愛
ỏ

敷
地
の
一
角
に
は
　
m
と
7
m
の

18

訓
練
塔
が
あ
り
ỏ
署
長
含
め
総
勢

　
人
が
2
班
の
2
交
代
制
で
　
時

23

24

間
3
6
5
日
の
勤
務
体
系
で
活
動

し
て
い
ま
す
Ố

　
活
動
範
囲
は
印
旛
地
区
ớ
旧
印

旛
村
Ờ
の
広
大
な
管
轄
区
域
で
あ

り
ỏ
救
急
・
火
災
・
救
助
・
災
害

な
ど
に
出
動
し
ま
す
Ố

　
指
揮
車
ỏ
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

車
ỏ
高
規
格
救
急
車
を
配
備
し
ỏ

な
か
で
も
ポ
ン
プ
車
は
ỏ
少
な
い

水
量
と
薬
液
を
混
合
さ
せ
て
消
火

す
る
圧
縮
空
気
泡
消
火
装
置
な
ど

を
備
え
た
高
機
能
装
備
車
で
す
Ố

各
車
両
と
も
管
轄
区
域
を
越
え
て

出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ỏ
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
の
消
火
や
救
助
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
Ố

　
印
西
市
で
1
1
9
番
通
報
し
た

場
合
に
ど
こ
に
つ
な
が
る
の
か
？

通
報
は
ỏ
ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ

ン
タ
ồ
ớ
千
葉
市
Ờ
に
入
電
さ
れ
ỏ

内
容
確
認
の
上
ỏ
最
寄
り
の
管
轄

署
へ
指
令
ỏ
こ
の
指
令
を
受
け
た

消
防
署
が
各
種
災
害
ỏ
救
急
な
ど

に
出
動
し
ま
す
Ố
昨
年
の
印
旛
消

防
署
の
主
な
出
動
は
ỏ
救
急
出
動

6
0
6
件
ớ
火
災
ỏ
水
難
ỏ
交
通

事
故
な
ど
Ờỏ
火
災
出
動
7
件
ỏ
災

害
出
動
1
1
9
件
ỏ
救
助
出
動
　15

件
と
の
こ
と
Ố

　
緊
急
出
動
を
最
優
先
し
ま
す
が
ỏ

そ
れ
以
外
の
日
常
勤
務
は
ỏ
災
害

予
防
や
減
災
の
た
め
に
企
業
や

学
校
な
ど
へ
立
入
検
査
を
行
ỳ

た
り
消
防
訓
練
や
地
元
消
防
団

と
の
訓
練
ỏ
救
急
講
習
ỏ
各
種
災

害
・
救
急
事
案
を
想
定
し
た
連
携

活
動
訓
練
な
ど
を
行
ỳ
た
り
し
て

い
ま
す
Ố

　
印
旛
地
区
の
消
防
団
は
消
防
操

法
大
会
で
県
大
会
や
全
国
大
会
に

出
場
を
果
た
す
な
ど
の
好
成
績
を

残
し
て
い
ま
す
Ố
樋
関
署
長
は

ủ
地
元
消
防
団
と
一
緒
に
消
火
活

動
や
消
防
訓
練
を
行
う
な
ど
ỏ
地

域
と
の
関
わ
り
が
大
切
Ố
人
命

救
助
や
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
に

は
消
防
団
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
す
Ứ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
Ố

　
最
後
に
樋
関
署
長
・
高
橋
副
署

長
か
ら
の
メ
ỽ
セ
ồ
ジ
ủ
積
極
的

に
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た

り
す
る
な
ど
ỏ
日
ご
ろ
か
ら
防
災

意
識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
Ứ
と
の

こ
と
で
す
Ố
こ
れ
を
機
に
ỏ
あ
ら

た
め
て
防
災
に
 つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
Ố

■問 
印
旛
消
防
署ớ
緯
碓99 
0
1
1
9
ỜỐ

　広報レポーター：
 田中 　
た な か

 謙一郎 （小林浅間）
けんいちろう 印旛消防署

市の南東部に位置する印旛消防署

▼救命資機材を搭載した
高規格救急自動車

個人情報を含むものはデータを削除

▲1,500Lの水を積載し薬液を活用
した消火活動を可能にした高機能装
備車
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